
6 23 3

款 項 目 大 中

0 0千円 0 0 0

4,513 26,747

国・県支出金 千円 12,870 13,512 13,750 8,000 13,750
財
源

一般財源 千円 32,376 30,403 24,358

その他財源

0 0 0

40,497

対前年比 ％ ― 97.0 86.7 32.8 323.6

費用合計 千円 45,246 43,915 38,108 12,513

従事者数 人 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

人件費

その他職員
従事者数 人 0 0 0

千円 1,497 1,497 1,497

0 0

人件費 千円 0 0

内容（手段）
目的達成のため
にどのような事業

を実施したか

◆平成29年度実施内容
・橋りょう点検業務委託の実施　橋りょう定期点検45橋

◆平成29年度直接経費の内訳
・橋梁定期点検業務委託料　11,016千円　（橋りょう定期点検45橋）

◆平成30年度直接経費の内訳
・橋梁定期点検業務委託料　39,000千円　（橋りょう定期点検88橋）

受益者負担 無

事
　
業
　
費

単位 Ｈ26決算額 Ｈ27決算額 Ｈ28決算額 Ｈ29決算額 Ｈ30予算額

費
用

直接経費 千円 43,749 42,418 36,611 11,016

1,497 1,497

39,000

正職員

市内の橋りょうを5年に1度定期点検する。
どの様な状態
にするのか 安心安全に道路を利用できるように、橋りょうを定期点検する

基本施策・展開方向 都市基盤 道路 橋りょうを計画的に管理します

予算区分 8 2 4 3 20

事業番号 29

平成30年度 事務事業評価シート（実施計画事業・経常事業）

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

事務事業名 《橋りょう維持補修事業》 担当部 都市建設部

会計区分 一般会計 担当課 道路課

事業期間 平成２６年度 ～ 平成３０年度 担当係 維持係

根拠法令・個別計画 道路法

目
的

 何・誰を対象に

1 橋りょう維持補修事業



単位

単位

平
成
3
0
年

度

千円 13 節 節

判定理由・削減
内容

　当該事業は道路法に基づき5年に一度の定期点検が必要である。平
成26年度～平成30年度における1回目の点検は業者委託にて事業を
進めてきた。1巡目のノウハウや点検資料を参考に2巡目の31年度から
は、全橋りょうの点検を業者委託するのではなく、小規模で健全で比較
的点検が容易な橋を31年度は10橋程度職員による直営点検に変更す
ることで委託費の削減を行う。

31年度以降
の実施内容

必要な定期点検は維持し、職員によ直営点検をすることにより事業費
の削減に取り組みながら、引き続き事業を実施していく。

縮　小
対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮
小すべきもの

削減額・削減対
象

事務事業評価による額 3,400 予算区分

事
業
の
評
価

平
成
2
9
年
度

事業の
達成状況 目標の予定橋りょう数の定期点検は完了した。

事業実施におけ
る課題

5年に1度の定期点検が必要であるが、年度により予算配分にバラツキ
があるため今後は予算の平準化をして年度毎の予算を一定額にして
いく必要がある。また、人件費の高騰などにより委託費の増加が懸念
される。

30年度における
実施内容や結果

見込み

平成30年度は88橋の定期点検を予定している。26年度から30年度の5
年間ですべての橋梁点検は完了見込みである。

平
成
3
1
年
度
以
降

事業の方向性

目標

実績

H30

定期点検した橋りょう ％
目標 39 66 74 83 100 

実績

活動指標名 H26 H27 H28 H29

39 66 74 83 

実績

目標

100 

実績 39 66 74 83 

H28 H29 H30

定期点検した橋りょう ％
目標 39 66 74 83 

事業番号 29

業
　
　
　
　
績

成果指標名 H26 H27

2 橋りょう維持補修事業


